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	道本部は、昨日３日から４日にかけ、札幌市、自治労会館で全道から４００人が参加し、第110回中央委員会を開いています。

中央委員会の開会に際し、道本部 山上委員長は、当面する諸課題を中心にあいさつしました。
冒頭、昨年９月の定期大会以降、秋期闘争、当初予算闘争、春闘など、大変厳しい情勢の中で運動を担っていただいた各単組の役員、組合員に感謝を述べました。
また、昨年の衆議院選挙第５選挙区における政治資金規正法違反容疑で逮捕・起訴された木村財政局長の件についてお詫びを述べ、「今後、北海道本部として、法令遵守に引き続き努める」と強調し、当面の諸課題について、臨時職員の処遇改善、労働基本権問題、消防職員の団結権付与の課題に加え、「消防職員の組織化」に向けて、単組・地本・道本部が一体となって取り組みに全力を上げると決意を述べました。
政治情勢及び当面する参議院議員選挙闘争については、「永く待ち望んだ政権交代を大きな希望をもって迎えたが、本日、鳩山総理が混乱
	の責任をとる形で辞任を表明するに至った」と述べ、「我々は国民の連立政権への失望や幻滅をしっかりと受けとめ、もう一度、希望や信頼に変えていくために、新しい政権とともに奮闘し合わなければならない」と訴えました。
また、「マスコミはあたかも混乱ばかりが続いているかのように言っているが、冷静に事実を追えば、政権交代抜きにはあり得なかった政策転換や着実な改革が着手されている」と強調し、「私たち自身も新政権に対して主張すべきは主張し、その歴史的とも言える新政権の役割・使命についてしっかり理解し受けとめて支えていく決意を確認しよう」と呼びかけました。
最後に、自治労と連合が目標としてきた『労働を中心とした福祉型社会』をともに進めていける民主党を中心とする新政権を支えていくために、組織内の比例代表『えさきたかし』と北海道選挙区『藤川まさし』の選挙戦は、支援の輪を二重三重にひろげ、勝利に向けて総力をあげていこうと訴えました。　（道本部ＨＰから）

町職からは、小野委員長が参加しています。





児童館 指導員の百瀬考幸
	今回初めて自治労の全道保育集会に参加させていただきました。

最初に自治労社会福祉評議会の秋野事務局長から基調提起があり、次のように強調されました。

政権交代して地方分権の名の下に、保育所の最低基準の見直し、廃止の動きが早まっている。これは保育のサービスの市場化であり、それによって現在は一定基準で受けられる保育に格差が起こり、質の低下が懸念されている。

また、連合が提案し、政府が導入しようとしている『こども基金』も当事者やステークホルダー（労働組合、使用者団体、子育て支援ＮＰＯなど多様な利害関係者）との協議も十分になされないまま進められようとしている。国や地方を下支えする意味でも最低基準は維持する必要がある。

集会後半の分科会は、第３分科会「児童館・学童保育交流会」に参加しました。参加者が事務局を入れて６名と少人数、うち児童館職員は３名だったので残念でした。　　

　まず、「児童館・学童保育の現状と取り組み」と題して自治労保育部会の三好さんから次のように発題がありました。
	①学童保育について

保育所には基礎基準があるが、児童館・学童保育にはきちんとした基準がなく、各地域で設置運営もまちまちである。また、学童保育の無い地域があり、サービスそのものを受けられないという問題もある。1998年に学童保育について法制化されてから、急速に整備されてきてはいるが、まだまだ不十分な状況である。また義務づけでなく、あくまでも補助事業でしかない。一時は児童クラブを充実させようと動きがあったが、政権交代し、政治主導になってからはトーンダウンしていると言わざるを得ない。例を挙げると、平成22年度は人数あたりの保育単価が減少している。

②児童館について

児童館はと言うと現在は伸び悩んでいる。公設民営化が進み、指定管理者制度の児童館もここ数年で増加している。また新設についても、中高生の受け入れプログラムなどの実施を条件にするなどハードルが高くなっている。明確な基準のない児童館・児童クラブのあり方について、政府に「基準づくり」を進めるよう働きかけていく取り組みが大切だ。　

【次号につづく】


	


自治体現場の声を国会へ！自治労組織内候補の必勝をめざします！






















































































当  面  す  る  取  り  組  み





６／　８（火）津別地区「労金」推進委員会・連合単産代表者会議・推薦議員との懇談会


６／　９（水）第16回執行委員会


６／１１～１３　自治労青年女性中央大交流集会　[山梨県]　参加：青婦部 石川佳廉副部長


６／１２（土）「藤川まさし」勝利！網走管内総決起集会　[端野町公民館]


５／１８（金）網走地方本部組織集会 兼 第３回単組・総支部代表者会議　[北見市]


６／１９（土）～２０（日）自治労野球網走地方本部大会　　　[美幌町]


６／１９（土）～２０（日）道本部女性部長・女性担当者会議　[札幌市]



















































































５月９日に札幌市で開催された「第20回全道保育集会」と「ナショナルミニマム・キャンペーン集会」に児童館 指導員の百瀬考幸さんと津別保育所 保育士の長野三恵子さんに参加していただきました。お二人から詳しい報告をいただきましたので今号から掲載します。














